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　西欧諸国による植民統治のなかに長い間閉された世
界であったアフリカ大陸は，植民地が第2次大戦後に
つぎつぎと独立をし，1970年代に入った現在では，す
でに40力国を越える独立国を誕生させた。そして，現
在なお自治が認められない地域でも，開放運動が激し
く展開されている。これらアフリカ新興国のいくつか
は独立はしたものの，いろいろの原因によってはげし
い内戦の経験をくりかえし，今日でも政情不安な国家
が多い。したがって，独立当初に制定された憲法も，
その後，改正・廃止されたり，また効力を停止されて
いる状態のものもあり，きわめて不安定な状況にある
から，いわゆる比較法的な研究の対象とするには，ま
だまだ困難である。しかしながら，たとえその政情が
不安であってもそれらの国家はつねにより安定した法
秩序の形成に努力しているのであり，また国によって
は比較的安定した憲法秩序をもつ国もあるのであるか
ら，そこを基点にして，パン・アフリカ的な憲法考察
をしてみることも全く無意味ではないと考え，本年か
らアフリカの憲法を研究のテーマとしてとりあげたの
である。とはいっても今回の報告は，この研究の今後
の方針を紹介することにとどめたい。
　まずアフリカ諸国の憲法研究には，その背景となる
アフリカ諸国の独立史からみておかなければならな
い。若干の国を除いてアフリカはすべて第2次大戦後
の新興国である。それはちかじか10～20年の間の出来
ごとであった。これら独立国の独立のしかたは次の2
つの方向があった。1つはギニヤのセクー・トーレ大
統領の「富のなかの従属より貧困のなかの自由」を得
るために植民地のキズナから民族的な開放を要求して
独立したものと，いま一つは旧宗主国の同化政策をう
けいれた現実主義的独立国とである。後者の例では，
たとえばセネガルのようにフランス共同体の一国とし
て，フランス人が大臣顧問となって政治の指導にあた
っている場合などがその例である。このような独立の
ありかたは，つくられた憲法にも大きなちがいをみせ
ているであろうことは想像に難くないところである。
　もっとも，上記のような独立の方向とそれにともな
う建国の精神というものがそのまますべての国に実現
しているわけではない。アフリカ諸国については1960
年代はブラックパワー時代であると評価されたが，こ
の60年代後半からは，部族の対立から政情が混乱し，
クーデターに発展し，そして軍事政権が確立するとい
う過程を経て多くの国が混乱した。さらに一方では，
たとえばタソザニアのように，イギリス連邦の構成国
でありながら社会主i義国への脱皮を図ろうとしている
国もあり，クーデターのため制定当時の憲法が，改
正，もしくは廃止，停止の状態にある国が多いのであ
る。アフリカ諸国の憲法の研究はこのように流動する
政情不安とそれにともなう憲法改廃の情況を把握して
おくことも主要な研究内容のひとつといえるのであ
る。
　ところでアフリカ新興諸国の大半は，フランスとイ
ギリスとの植民地から独立国となったものである。し
たがって，フランス共同体に入っている国，イギリス
連邦の構成国となっている国が多い。だから基本的に
はいわゆる西欧ブルジョワ憲法原理が構造の基本とな
っている。また新興国における憲法典に共通する憲法
教科書的憲法もある。たとえばフランス共同体に属す
るある国は，フランス人権宣言から憲法の基本構造を
ときおこしているという例である。古い国ではエチオ
ピヤのように欽定憲法をもつ国もありアラブ連合のよ
うに社会主義的憲法をもつ国もある。アフリカ憲法も
このようにしていくつかの国家形態があると同時に，
その構造もいくつかの類型に分けることができる。
本研究ではこれらの類型のなかから，さらにアフリカ
的な要素をひきだす努力が必要であると考えるのであ
る。それにはアフリカに特殊な問題の検討が必要であ
ろう。たとえば，同化政策を受容した国の主権問題，
宗教，人種，部族問題など憲法に入ってくる特殊問題
といわなければならない。
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